
① 約数…その数をわり切れる整数のことです

例１． ８をわり切れる整数は、１，２，４，８であり、この１，２，４，８を「８の約数」といいます。

例２． １８をわり切れる整数は、１，２，３，６，９，１８であり、
この、１，２，３，６，９，１８を「１８の約数」といいます。

例２． １００をわり切れる整数は、１，２，４，５，１０，１５，２０，２５，５０，１００であり、
この、１，２，４，５，１０，１５，２０，２５，５０，１００を「１００の約数」といいます。

② 公約数…２つ以上の整数に共通な約数のことです

例１． ８の約数は、１，２，４，８です。　１２の約数は、１，２，３，４，６，１２です。
８と１２の共通な約数は、１，２，４の３つですね。
この１，２，４を「８と１２の公約数」といいます。

例２． １５の約数は、１，３，５，１５です。　４５の約数は１，３，５，９，１５，４５です。
１５と４５の共通な約数は、１，３，５，１５の４つですね。
この、１，３，５，１５を「１５と４５の公約数」といいます。

③ 最大公約数…２つ以上の整数に共通な約数（公約数）のうち、
最大のものをいいます

例１． ８の約数は、１，２，４，８です。　１２の約数は、１，２，３，４，６，１２です。
８と１２の共通な約数は、１，２，４の３つですね。
この１，２，４のうち、最も大きい公約数は４なので「８と１２の最大公約数は４」となります。

最大公約数の求め方

例１． ３ ９　，１２ 例３． ２ ３６　，４８
３　，　４ ２ １８　，２４

３でわった商 ３ 　９　，１２
９と１２の両方をわれる数字をさがします。 それぞれをわれる数 　３　，　４ 商
３でわれるので、その商をそれぞれの

数字の下に書きこみます。 ３６と４８の両方をわれる数字をさがします。

これ以上われないですね。 ２でわれるので、その商をそれぞれの

このとき、左ある「３」が、９と１２の 数字の下に書きこみます。

最大公倍数となります これ以上われないところまで計算します。

このとき、左ある「２」と「２」と「３」をかけたものが、

最大公倍数となります

２×２×３×＝１２

例２． ２ １６　，２４ よって、３６と４８の最小公倍数は１２となります。

２ 　８　，１２
２ 　４　，　６

それぞれをわれる数 　２　，　３ 商
例３． ２ ２４，３６，４８

１６と２４の両方をわれる数字をさがします。 ２ １２，１８，２４
２でわれるので、その商をそれぞれの ３ 　６，　９，１２
数字の下に書きこみます。 それぞれをわれる数 　２，　３，　４ 商
これ以上われないところまで計算します。

このとき、左ある「２」と「２」と「２」をかけたものが、 ２４と３６と４８の３つをわれる数字をさがします。

最大公倍数となります ２でわれるので、その商をそれぞれの

２×２×２×＝８ 数字の下に書きこみます。

よって、１６と２４の最小公倍数は８となります。 これ以上、同時にわれないところまで計算します。

このとき、左ある「２」と「２」と「３」をかけたものが、

最大公倍数となります

２×２×３×＝１２

よって、２４と３６と４８のの最小公倍数は１２となります。
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